
                
 
 
 
 
 
 

 
 

可能性の開花を信じて 

校長 伊 藤 明 彦 

 

本校では、年に２回、長期休業を前にした７月と１２月に八雲町立図書館の方に来ていただいて、「読み聞か

せ学習」をしています。１２月２０日（火）も読み聞かせと本の紹介のために本校へ来校してくれました。 

読み聞かせ学習会の時に子ども達にお話したのですが、自分は小学５・６年生の頃は推理小説を読むことに夢

中になっていました。振り返ってみると時期によってかなり波はあるのですが、これまで、ずいぶんいろいろな

本を読んできたなと改めて思い返しました。 

子ども達は、移動図書館で冬休み向けにたくさんの本を借りています。ぜひ、時間に余裕のある冬休みの間に

たくさんの本に触れてほしいと思います。 

 

先日、古い本になりますが、以前読んでいた本を読み返して改めて考えさせられたことがありましたので、紹

介いたします。 

 

「トットちゃん」はとびっきりマイペースな小学生でした。１年生に入学してまもなく退学になり、トモエ学園

に入りました。トモエ学園には身体の不自由な子がたくさんいました。でも、小林宗作校長先生は、『助けてあ

げなさい』と言ったことがなく、『一緒にやるんだよ』というだけでした。面接で４時間も自分の話を聞いてく

れた小林先生に深く信頼を寄せ、この学校で伸び伸びと成長しました。 

 

 現在、ユニセフ親善大使や、耳の聞こえない人の劇団で活動している俳優の黒柳徹子さん（８９歳）が小学校

時代の思い出をユーモアたっぷりにつづった「窓ぎわのトットちゃん」が刊行されて４０年が経ちました。 

黒柳さんは、『小林先生に出会わなければ、今の私はない。「きみは本当はいい子なんだよ」と言われ続けたこ

とが自信になって、自分らしく生きることができた。何をやっても「いけない」と言われていたら、暗い大人に

なっていたかもしれない。』と語っています。 

 

 子どもは誰でも無限の可能性を秘めています。でも、その可能性はすぐには開花しません。「トットちゃん」

は授業中、外の景色などに見とれて、窓ぎわに立つことが多いため、先生の指示に従えないという理由から退学

させられました。でも、トモエ学園では、ありのままの姿を丸ごと受けいれてもらえました。そのお陰で、自己

肯定感を高め、自分らしさを発揮し続け、俳優という可能性の開花につながったのだと思います。 

 

今、学校では、子供たちの自己肯定感をいかにして高めていくかということを目標の一つとして取り組んでい

ます。子どもの将来を見据えたとき、より一層の成長のために、どのような指導が適切なのか迷うことは多くあ

ります。でも、いずれは独り立ちできるようにという視点で、一人一人の子どもに応じた関わりを、我々大人が

工夫していかなければならないと思っています。 

 将来、どの子も、たくましく生きていけるよう、可能性の開花を信じて日々の指導の充実・工夫に努める必要

があると思うのです。 
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１２・１月の主な行事予定 
12月     １２日（木） 冬季休業最終日 

２４日（土） 冬季休業開始 １３日（金） 休業明け全校朝会 3時間授業 

２６日（月） CS冬休み学習会① １７日（火） ALT来校 

２７日（火） CS冬休み学習会② １８日（水） 児童会活動 

29日（木） 学校閉庁日（～１/３） ２０日（金） 冬休み作品発表会 

１月     作品展（～2７日） 

１日（日） 元旦 2４日（火） ALT来校 

２日（月） 振替休日 ２５日（水） スキー学習 

９日（月） 成人の日 ２８日（土） 育成会冬季レクリエーション 

～１月２８日（土）９時～１１時 本校アリーナ・グラウンドにて～

例年、１２～１月に行っていた「もちつき大会」と「雪上運動会」は、今年度もコロナウイル 

ス感染拡大防止のため、実施しないこととしました。しかしながら、子どもたちに少しでも冬の 

楽しみを経験させてあげたいという声もあったことから、育成会会員の保護者が中心となり、学 

校を会場にそれらに代わる冬季レクリエーションを行うこととしました。 

参加対象は、育成会会員の児童・生徒とし、凧づくりや凧あげ、雪上かるたを予定しています。 

この日、浜松の空に子どもたちの作ったすてきな凧が揚がる 

のをどうぞお楽しみに！！ 

 

 

 

 

 

◇◇◇◇◇  子ども相談支援センター相談窓口のお知らせ  ◇◇◇◇◇ 
 

いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する悩みなど相談してください。  

●電話相談  ０１２０－３８８２－５６（無料、毎日24時間対応 ） 

●メール相談   doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp   ※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

●来所相談   子ども相談支援センター （10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。） 
 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階  ※上記の電話相談で予約してください。 
 

※ センターのＷｅｂページに、「子ども相談支援センターへの相談事例」を掲載しています。次のＵＲＬからご覧ください。 
 

URL:http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/soudanjirei.pdf 

～税金ってなんのためにあるのかな？～

１２月２１日（水）に八雲税務署と八雲町商工会の方に来ていた 

だき、６年生を対象にした租税教室を行いました。 

６年生は、社会科で国の政治のしくみについて学習しており、納 

付される金額や税金にはたくさんの種類（なんと５０種類！）があ 

ること、税金がどのように使われているのかなどについて理解を深 

めることができました。 

 

 

 

 

 

２人は１億円（見本）の量や重さにビックリ！約１０㎏もあるそうです

。 

☆保護者の皆様へ 

学校評価アンケート

（保護者）への回答を

お願いします。 

回答期間は２３日ま

でです。回答がまだ

の方は忘れず今日中

にご回答ください。 

mailto:doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

